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    ヘルプマークの周知啓発のため、福島交通株式会社様から、路線バス及び飯坂電車の優先席に

ヘルプマークステッカーの貼付についてご協力をいただくこととなり、この度、福島交通株式会

社様へ、ヘルプマークステッカーを贈呈いたします。 

 

 

   １ 日 時  11 月 22 日（金） 午後 1時 30 分 

２ 場 所  福島交通本社（福島支社） 

（福島市東浜町 7－8） 

３ 出席者  福島交通株式会社 常務取締役 城下 和彰 様 

          福島市聴覚障害者協会 吉田 愛 様 

          福島腎臓病患者友の会 佐々木マサ子 様 

          福島県保健福祉部障がい福祉課主幹兼副課長 渡辺 秀史 様 

          福島市健康福祉部長 加藤 孝一 様 

          郡山市保健福祉部障がい福祉課長 生江 温 

４ 贈呈品  ヘルプマークステッカー 600 枚（福島市から300 枚、郡山市から 300 枚） 

※ 福島県中通り地域等の路線バス及び飯坂電車分 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ヘルプマーク＞ 

ヘルプマークは、義足や人工関節を使用している方、内部障害や難病の方、

または妊娠初期の方など、外見から分からなくても援助や配慮を必要としてい

る方々が、周囲の方に配慮を必要としていることを知らせるマークです。 

郡山市では、平成29年9月から配布を開始し、令和元年11月現在で約1,700

個を配布しています。特に、公共交通機関においては、優先席にヘルプマーク

ステッカーを貼付していただくことで、ヘルプマークを身に着けているお客さ

まへ席を譲りやすくなるなどの環境づくりが促進されます。 

令和元年 11 月 15 日 

郡山市保健福祉部 

障がい福祉課 

担当：渡辺 美佐 

TEL：924－2381 

おもいやりの輪を広げましょう 

福島交通株式会社様へ 

ヘルプマークステッカーを贈呈します 

SDGｓ ターゲット 11.2「全ての人々に、安全かつ安価で容易に利用できる、持続可能な輸送システムへのアクセスを提供する」 

 

ターゲット 11.2 

ヘルプマーク 


